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第１章 ⾦沢区⼼部まちづくり構想の位置付け              

１ ⾦沢区⼼部まちづくり構想策定の背景と⽬的 

⾦沢区では、都市計画の指針である「横浜市都市計画マスタープラン⾦沢区プラン『⾦沢区まちづく
り⽅針』（以下、「⾦沢区プラン」という。）」を平成 30(2018)年３⽉に改定しました。 

⾦沢⽂庫駅から⾦沢⼋景駅にかけての区域では、⾦沢区総合庁舎の再整備、⾦沢⼋景駅におけ
る京急電鉄と⾦沢シーサイドライン接続による交通結節点としての機能向上、さらに今後の市街地更
新の可能性も考慮すると、この地域のまちづくりの重要性が増しています。そこで、⾦沢区プランの中では、
この区域を『⾦沢区⼼部（以下、「区⼼部」という。）』として新たに位置付け、概ね 20 年後のまちの
将来像として、『⾦沢区⼼部におけるまちづくり⽅針（＊p.3-4 参照）』を記載しています。 

 
区⼼部では、短期〜中期的な将来に、空家の発⽣やＵＲ住棟跡地などの地域内の⼩・中規模の

建物・⼟地の更新、また中期〜⻑期的な将来に、国家公務員宿舎等の⼤規模な建物や⼟地の更
新のタイミングを迎えることが予想されます。 

区⼼部におけるまちづくりの可能性や課題を踏まえ、まちづくりを推進していくには、まちに変化が⽣じ
る機会を的確に捉えながら、段階的・戦略的に進めていく必要があります。 

今後、この『⾦沢区⼼部におけるまちづくり⽅針』に沿ったまちづくりを推進していくため、将来的に⼤
規模な⼟地利⽤の転換が⾏われようとする際にも、事業者・地権者等との連携により、区⼼部のまちづ
くりについて具体的な検討が⾏えるよう構想としてまとめ、区⺠の皆様と共有するために、今回「⾦沢区
⼼部まちづくり構想」を策定することとしました。 

なお、区⼼部でのまちづくりを進める際には区全域との関係性も捉えながら、多⾯的・先導的に進め
ることにより、のちに区全域にその効果を波及させていくことを⽬指します。 
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２ ⾦沢区⼼部まちづくり構想の位置付け 

本まちづくり構想は、概ね 20 年後のまちの将来像として⾦沢区プランに記載された『⾦沢区⼼部に
おけるまちづくり⽅針』に基づき、将来的な⼟地利⽤を含めたまちづくりを進めるための⽅策等を整理し、
具体的に記載するものです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ ⾦沢区⼼部まちづくり構想の構成 

  
  

⾦沢区⼼部における 
まちづくりの 
可能性と課題 

⾦沢区⼼部における 
まちづくりの 
実現に向けて 

⾦沢区⼼部における 
まちづくり⽅策 

3 まちの基盤の段階的な改
善 

2 まちづくりの担い⼿ 段階別の取組内容 2 暮らし・滞在を豊かにする機
能やサービスの誘導 

1 地域資源を⽣かしたまちづく
り・地域の魅⼒発信 1 まちづくりの段階的な展開 

3 まちづくりの展開イメージ 

1 居住・就業⼈⼝ 

2 地域資源 

3 住まい 

4 ⽣活環境 
5 働く環境 

6 ｲﾝﾌﾗなどのまちの基盤 

7 観光・レジャー 
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8 地域情報の発信・ﾌﾞﾗﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ 

横 浜 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 

全体構想 

⾦沢区⼼部まちづくり構想 

まちづくりを進めるための 
⽅策を整理 

前提 ⾦沢区プラン「⾦沢区まちづくり⽅針」 
『⾦沢区⼼部におけるまちづくり⽅針』(p.41-42) 

⾦沢区⼼部における 
まちづくりの展開 
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(※)⾦沢区⼼部におけるまちづくり⽅針 

（「横浜市都市計画マスタープラン ⾦沢区プラン 『⾦沢区まちづくり⽅針』」（平成 30 年 3 ⽉改定）より抜粋） 
 

海や歴史など⾦沢区ならではの豊富な地域資源を⽣かしながら、商業、業務、⽂化、⾏政等
の都市機能が集積するゾーンとして、３つの主要エリアの連携促進を図り、⼀体的なまちづくりを
⽬指します。 

また、⾦沢区⼼部内を誰もが円滑に⾏き来できるよう、「バリアフリー基本構想」に基づき環境
整備を進めます。 

さらに、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化のさらなる進⾏への対応、交流⼈⼝増加による地域活性化
など将来を⾒据えたまちづくりを進めることで、持続的で魅⼒的な⾦沢区⼼部を形成していきます。 

 
【⾦沢⽂庫駅周辺】 
○地域の⽣活拠点として、商店街の魅⼒を⽣かしながら、商業、業務等の集積や⽼朽化建物

の改善を図り、活⼒と魅⼒あるまちづくりや街並み景観づくりを進めます。これに向け、まちの将
来像やまちづくりの新たな⼿法について地域と⾏政が協働しながら検討します。 

○東側の交通広場については、駅利⽤者などが安全に利⽤できるよう整備を進めます。 
○周辺に点在する称名寺をはじめとした歴史資源との連携を視野に⼊れ、観光・交流の起点と

なるよう環境整備を進めます。 
 
【⾦沢区総合庁舎周辺】 
○⾦沢⽂庫駅周辺と⾦沢⼋景駅周辺との連携を促進する中⼼的なエリアとして市街地形成を

図ります。 
○⼤規模な⼟地利⽤転換にあたっては、都市計画制度の活⽤などにより商業、⾏政機能等と

住居系機能とがバランスよく共存した、区⼼部にふさわしい⼟地利⽤を誘導するとともに、良好
な景観形成を図ります。 

 
【⾦沢⼋景駅周辺】 
○地域の⽣活拠点として、商業、業務等の集積を図り、地域と協働しながら、活⼒と魅⼒あるま

ちづくりを進めます。 
○臨海地域と⾦沢シーサイドラインで結ばれ、アクセス性が⾼まったことから、臨海部の産業団地

や近接する２つの⼤学、さらに周辺に点在する海や歴史などの地域資源との連携を視野に⼊
れ、観光・交流の起点となるよう環境整備を進めます。 
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■⾦沢区⼼部のまちづくり⽅針図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

金沢八景権現山公園 

※一部、金沢区プランを加工 




